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　ICD日本部会三大事業を中心とした活動状況（2023年12月16日〜2024年６月１日）を以下の通り報告致します。

１．会員数、海外部会交流、支部活動

１）会員数
　2024年４月１日現在263名（うち新入会員10名、終
身フェロー66名、特別フェロー１名）
２）海外部会交流
　2024年５月26日（日）に韓国部会�2024�General�
Assembly�Meeting�が韓国ソウル市内で行われ、鏡会
長の他４名のフェローと１名の同伴者が参加した。
３）日本部会支部活動
　2023年度中部支部総会・懇親会を2024年３月17日

（日）にANAクラウンプラザホテルグランコート名古
屋にて行い、併せて押村憲昭フェローによる学術講演
も行われた。ゲストとして鏡会長他執行部２名、理事
６名がこれに参加した。

２．年末集会

　2023年12月16日（土）帝国ホテル光の間にて開催さ
れた。
　年末集会に先立ち東京区政会館201会議室にて理事
会が行われた。
　その後、日本歯科医師会会長の高橋英登氏を講師
としてお迎えして、「歯科界にルネッサンスを起こそ
う！�〜低迷期からの脱却を目指して〜」と題した特
別講演が行われた。
　光の間の前室では２名の留学生によるポスター発表
も行われた。
　続いて前島事務局長の司会にて、冨士谷副会長の開
会の辞、鏡会長の挨拶の後、齋藤マスターの乾杯によ

り懇親会が開催され、アトラクションとして鏡会長も
メンバーの「和楽太鼓」による和太鼓の演奏が披露さ
れた。その後、インドと中国からの２名の留学生紹介
に続き、水谷マスターと須賀フェローへのICD特別賞
表彰式、また参加した新フェローの紹介を行い、最後
に小板橋副会長の挨拶をもって盛会のうちに閉会と
なった。

３．第54回冬期学会

　「超高齢社会へ歯科医師からの提言」をテーマとし
て、第54回冬期学会は2024年３月10日（日）に日本大
学歯学部創設100周年記念講堂にて開催された。
　講演者は柴原孝彦フェロー（東京歯科大学名誉教
授）、片岡有フェロー（昭和大学歯学部講師）、米山武
義フェロー（米山歯科クリニック院長）の３名であっ
た。
　石川理事の司会により、鏡会長の挨拶の後、岸本委
員が座長を務める柴原フェローの「知っていて欲し
い、口腔がんのこと」、斎藤委員長が座長を務める片
岡フェローの「超高齢社会を支える歯科材料の潮流」、
梅津委員が座長を務める米山フェローの「口腔環境が
国民の健康格差を生じさせている!?　〜40余年の在宅
医療を振り返り、未来に託すこと〜」とそれぞれ題し
てご講演いただいた。その後、質疑応答が行われ、堀
口副会長の閉会の挨拶で終了した。

４． 2024年度第１回・第２回理事会、 
第67回総会・認証式

　2024年６月１日（土）ホテルメトロポリタンエドモ
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ントにおいて行われた。なお、今回は前夜祭、アジア
部会交流会も開催された。
１）海外来賓を囲む懇親会（前夜祭）
　韓国、台湾からそれぞれ４名ずつ計８名の海外来賓
とそのご家族３名は、前日の５月31日（金）に宮崎国
際理事のご案内により日本大学歯科病院の院内見学を
行った。その後、お茶の水の「Good�View�Dining」
にて日本部会フェローとともに懇親会に参加された。
２）第１回理事会　12：00〜13：20
　2024年度第１回理事会が東京区政会館201会議室に
て開催された。冨士谷副会長の開会の辞に始まり、鏡
会長が議長を務め、会務報告、国際理事報告等がなさ
れた後、議事も賛成多数で承認され、堀口副会長の閉
会の辞により終了した。
３）新フェローオリエンテーション　12：30〜13：30
　理事会と同時刻に別会場にて、今年の10名の新フェ
ローのうち５名の参加者に対して鏡会長、宮崎国際理
事、会員支援委員会の委員によるオリエンテーション
が行われた。
４）総会・第２回理事会　14：00〜15：00
　飯島フェローが議長に選出され、会務報告、国際理
事報告等の後、第１号〜３号議案が上程され、賛成多
数で承認された。
　また総会途中に第２回理事会が別室にて行われ、会
長他常任理事などの選出がなされ、総会で報告された。
５）ICD特別賞表彰式　15：00〜15：30
　総会終了後、ICD特別賞表彰式が改革推進委員会の
安達委員の司会のもと行われた。今回はジーシー賞と
して小林マスター、デンツプライシロナ賞として橋本
フェロー、モリタ賞として小峰フェローに、楯と副賞
がそれぞれ贈られた。小林マスターは台湾部会との交
流の業績をたたえられ、台湾部会より特別なプレゼン
トも贈られた。
６）認証式　第１部　15：30〜16：00
　厳粛な雰囲気の中、前島事務局長の司会により認証
式が開始され、宮﨑隆フェロー選考会議長の選考経過
報告の後、鏡会長、Ho-Youl�Chang前国際会長、隅田
前会長、冨士谷副会長から新フェローに認証状や綱領
などが伝達された。鏡会長の訓示の後、新フェローを

代表して岩崎新フェローが宣誓を行い、10名の新フェ
ローが誕生した。
７）認証式　第２部　16：30〜19：30
　新フェロー入場の後、特別講演として片田房氏によ
る『ことばの世界〜言語という観点から世界と人間を
俯瞰する〜』と題した非常に興味深い講演が行われた。
　その後、前島事務局長の司会のもと懇親会が開催さ
れ、冨士谷副会長の開会の辞、鏡会長の挨拶に続き、
Argirios� Pissiotis国際会長の挨拶が国際交流委員会に
より字幕編集されたビデオで披露された。
　続いてJae�Cheoun� Lee韓国部会会長、Yueh-Chao�
Yang台湾部会会長、PFA国際歯学会日本部会福本和
夫会長、株式会社モリタ森田晴夫代表取締役社長から
のご来賓挨拶の後、齋藤毅マスターの乾杯のご発声で
和やかに懇親会が進行した。
　会の中盤で５名の新フェローによる自己紹介がさ
れ、また終盤には中村財務主事の旭日双光章受章のお
祝いがあり懇親会に華を添えた。
　終盤に鏡会長より冨士谷新会長への会長交代式と鏡
会長への花束贈呈、また冨士谷新会長から新執行部の
紹介がされた。
　最後に、小板橋副会長による閉会の辞によって和や
かな雰囲気の中、無事終了した。

　以上のとおり三大事業が無事に開催できましたこと
を、ご協力いただきました役員・委員の皆様ならびに
ご参加いただきましたフェローの皆さまに、心より感
謝申し上げます。

2023年度年末集会（帝国ホテル）
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日　本　部　会　役　員《2024〜2025年度》

会　　長 冨士谷盛興 副 会 長
小板橋　誠
鈴村　佳弘
石川　明子

事務局長 前島　健吾 財務主事 中村　勝文（財務委員会担当理事を兼任）

事務局長
補　　佐 北村　晃一 監　　事

大金　　誠
平井　　順

国際理事 宮崎　真至

理　　事

赤井　淳二（事業運営：総会・認証式担当）
井上　淳子（事業運営：年末集会担当）
斎藤　隆史（事業運営：冬期学会担当）
菅井　敏郎（会員支援担当）
安達　一典（改革推進担当）
飯島　裕之（広報・編集担当）
森永　宏喜（国際交流担当）
歌橋　麗華
大岡　　洋
川嶋　仁一
小峰　一雄
佐藤まゆみ
志田佐和子
千田　　彰
七沢　久子
村岡　正弘
山本　一世
服部　　修（中部地区担当）
末瀬　一彦（関西地区担当）
阿部健一郎（中国・四国地区担当）
伊東　隆利（九州地区担当）

常任理事

前田　初彦（事業運営担当）
堀口　裕司（会員支援担当）
内田　耕司（改革推進担当）
今村　嘉宣（広報・編集担当）
小野清一郎（国際交流担当）

顧　　問

栗山　純雄（第22代会長）
小室　　甲（第23代会長）
齋藤　　毅（第25代会長）
天野　　惠（第26代会長）
佐藤　吉則（第27代会長）
小林　菊生（第28代会長）
水谷　忠司（第29代会長）
宮﨑　　隆（第30代会長）
隅田百登子（第31代会長）
鏡　　宣昭（前会長）

参　　与

鈴木　設矢
根岸　達郎
橋本　光二
福本　顕嗣
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　2024年度
　　１）年末集会：2024年12月21日（土）
　　　　　　帝国ホテル（東京）
　　２）冬期学会：2025年３月２日（日）
　　　　　　日本大学歯学部　創設百周年記念講堂（東京）

　2025年度
　　１）総会・認証式：未定
　　　　　　ホテルメトロポリタンエドモント（東京）
　　２）年末集会：2025年12月20日（土）
　　　　　　帝国ホテル（東京）
　　３）冬期学会：未定

三　大　事　業　の　予　定

赤司　征大（服部　　修、水谷　忠司）
岩崎　克彦（前島　健吾、内田　耕司）
䔥　　敬意（武内　博朗、小野清一郎）
添島　正和（小板橋　誠、佐藤　吉則）
滝澤　聡明（菅井　敏郎、櫻田　雅彦）

中根　　晶（冨士谷盛興、中村　勝文）
根津　　崇（坂本　輝雄、坂本紗有見）
林　　智子（内田　耕司、宮崎　真至）
松本　勝利（小峰　一雄、前島　健吾）
若尾　　樹（中村　勝文、冨士谷盛興）

注：カッコ内は推薦者、敬称略

The	Induction	Ceremony	of	the	New	Fellows

第67回日本部会認証式　2024年度新フェロー

2024．6．1　ホテルメトロポリタンエドモント


